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＊評価について
①学校自己評価 ：本校の自己評価委員会（校長、教頭、教務、各学年主任、養護教諭、主査）が、子どもたちや保護者の皆様からのアンケート結果を基に、評価しました。
②学校関係者評価：①が適正かどうかを本校の学校運営協議委員（６名）が評価しました。

Ａ：よく当てはまる （そう思う）

Ｂ：やや当てはまる （どちらかといえば思う）

Ｃ：あまり当てはまらない （どちらかといえば思わない）

Ｄ：まったく当てはまらない （思わない）

田村市立船引小学校　学校評価結果報告書

一人一人の能力や特性に応じた教育ができる学校 一人一人のよさや可能性を見つけ伸ばせる教職員

○　明るく力強く活気に満ちた学校 ○　心身ともに健康で、自己研鑽に励んで己を高め、実践する教職員

○　地域に根ざし着実に積み上げて、地域や保護者から信頼される学校 ○　地域のよさを知り、保護者や地域住民と協力し合える教職員

○　服務規律と危機管理意識が高い学校 ○　高い倫理観と自律心を保持した教職員
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令和５年度

本気と礼節の教育 礼儀正しく落ち着きがあり、ひたむきに頑張る子どもの姿を実現する

めざす学校の姿 めざす教職員の姿
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年間35時間の道徳科授業を通して、子どもの健やかな心の成長（思いやりや学びの心）に努めている。
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学びがいのある学習課題を設定したり、自分の考えをもたせる場を保障したりした日々の授業の充実を通して、思

考力判断力表現力に努めている。

B B

A

○コロナ禍が明けて、体験活動も徐々に従来の水準に戻り、制約のない学習に取り組むこ
とができた。しかしながら、機械的にただ例年並に戻すのではなく、見直しと価値づけに

より、望ましい体験活動を選択して計画する必要がある。また、いじめや不登校の未然防

止のために、道徳科の授業の充実をはじめ、全ての教育活動でお互いを思いやる心を養
い、自然と助け合い協力し合う学級づくりを推進していくことが大切である。なお、１月

までのいじめ認知件数は195件、長欠児童数は16人であった。

○今年度から縦割り清掃が本格的にスタートし、自分たちで使用している教室や校舎内を
清掃する機会をもつことができた。コロナ禍で３年ぶりの縦割り清掃であるため、まだま

だ方法や態度などは継続して指導していく必要がある。さらに、全校をあげてのボラン

ティア活動や環境美化活動の機会の確保・充実を目指していきたい。

豊かな体験活動を通して、教室の学習だけでは得られない実感を伴った学びや気づきに努めている。

自他のよさや違いを認められる学級づくりを進め、子どもたち同士の信頼関係を築き、人間関係を深められるよう

に努めている。

清潔で整った教育環境の整備を通して、美しさを感得できる心の育成に努めている。
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体力の実態を把握した結果に基づき、各自の目標をもたせるとともに、課題を補強・補完する指導を通して、子ども
の体力増進に努めている。
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体育的行事の計画や大会等への出場を目指した取組みを充実させている。

個に応じた保健指導（むし歯指導や肥満指導など）を充実させるともに、家庭との連携を通して朝食摂取やバランス

のとれた食生活の大切さを啓発し、子どもの健康維持増進に努めている。

外部講師を招いた交通教室、防犯教室、避難訓練等の意図的・計画的な実施と適時性のある個別指導で、子ども
の安全安心な学校生活に努めている。

○タブレットＰＣの活用については、学年によって使用頻度や活用方法に差があるもの

の、発達段階に応じた学びを重ねている。ICT機器の活用によって、課題提示の可視化や
話し合いのツールとして日常的に使用し、児童の学習意欲の向上に役立てていきたい。さ

らに、学力テスト等から本校の児童の学力傾向から具体的な課題を見出し、充実した学び

の場を設定・提供してまずは、意欲面の向上を目指していきたい。

○高学年の一部で教科担任制を導入し、低中学年ではチーム・ティーチングや支援員との
合同授業を積極的に実施して、教師の専門性を生かした学びの環境づくりに取り組んでき

た。さらに、児童を複数の職員で支えることで、学習面や生活面できめ細やかな支援を充
実させたい。また、個々の特性や能力に応じた学びの実現に向けて、学校と家庭や専門機

関等との連携の充実を目指していきたい。

子どもの学力の実態を的確に捉え、その結果の基づいた適切な指導・支援や定期的な実態把握テスト等によっ

て、基礎基本の定着を図っている。

特別支援学級と通常学級の連携を図り、能力や特性に応じた適切な指導ができる体制と環境づくりに努めている。

高学年で一部教科担任制を推進し、また、低中学年では交流学習や分科担任による学習を推進するなど、多くの

教員で一人一人のよさや可能性を生かすことができるような指導体制づくりに努めている。

○コロナ禍が明けて、体育的活動も全面的に解禁となった。体力については、敏捷性や巧
緻性に課題があるため、具体的な数値目標を設定し、改善に向けた手立てを講じていきた

い。授業の充実と運動の日常化を掲げ、外遊びの励行や特色ある体育的行事、楽しみなが
らチャレンジできる体力づくりの場の設定などを検討していきたい。

○朝食摂取率・う歯治療率が県平均より低く、軽度肥満児童数の割合が高いことを踏ま
え、食育の充実や児童自らの健康管理に対する啓発活動を充実させていきたい。健康な体

は学力にも好影響を与えることから、各家庭との連携を図り、基本的生活習慣（早寝早起
き朝ご飯）の確立とメディア利用（ゲーム・動画視聴・ＳＮＳ等）に関するルールづくり

を奨励していきたい。


